
【書類名】明細書 

【発明の名称】特許価値算出装置  

       ＊＊＊他に発明の名称があれば追加してください（プログラム、～方法）

など＊＊＊ 

【技術分野】 

 本発明は、特許価値を算出する装置等に関するものである。  

【背景技術】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

 従来の特許価値算出装置において、～（例えば、特許文献１参照）。  

【先行技術文献】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊  

 【特許文献】＊＊＊記載例＊＊＊ 

  【特許文献１】特開～－～号公報（第１頁、第１図等）  

  【特許文献２】特開～－～号公報（第１頁、第１図等）  

 【非特許文献】＊＊＊記載例＊＊＊ 

  【非特許文献１】特許一郎著  「ハンドスキャナのいろいろ」特許出版 ２００３年 

  【非特許文献２】新崎 準、外３名、“新技術の動向”、［online］、平成１０年４月１

日 、 特 許 学 会 、［ 平 成 １ １ 年 ７ 月 ３ ０ 日 検 索 ］、 イ ン タ ー ネ ッ ト ［ URL ：

http://tokkyo.shinsakijun.com/information/newtech.html］ 

【発明の概要】 

 【発明が解決しようとする課題】  

 しかしながら、従来の特許価値算出装置においては、＜全体課題＞という課題があった。 

 【課題を解決するための手段】  

 本第一の発明の特許価値算出装置は、特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出

し、特許価値を出力する特許価値算出装置である。  

 かかる構成により、＜効果１＞ことができる。  

 また、本第二の発明の特許価値算出装置は、第一の発明に対して、特許書類を解析し、

解析結果から特許価値を算出し、特許価値をグラフ化して出力する、特許価値算出装置で

ある。 

 かかる構成により、＜効果２＞ことができる。  

 

 【発明の効果】＊＊＊不要であれば削除（発明に共通の効果を簡潔に記載）＊＊＊  

 本発明による特許価値算出装置によれば、＜全体効果＞ことができる。  

【図面の簡単な説明】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

＜＜必須図説明＞＞ 

【発明を実施するための形態】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

＜＜発明を実施するための形態ヘッダ＞＞  

 

 （実施の形態１） 

 本実施の形態において、特許価値を算出する装置特許価値算出装置１について説明する。

また、本実施の形態において、＜実施の形態１の前置部  なし＞の特許価値算出装置１に

ついて説明する。 

＜＜ブロック図説明＞＞ 

 

 特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、特許価値を出力する特許価値算出

装置である。 

 特許書類とは、特許公報や、特許出願前の出願文書情報などである。  

 

＊＊＊必要な場合、フローチャートを記載＊＊＊  

＊＊＊フローチャートでは、特許価値算出装置１の動作を詳細に記載＊＊＊  

＜＜フローチャート説明＞＞  

 （ステップＳ１０１） 



 （ステップＳ１０２） 

 （ステップＳ１０３） 

 （ステップＳ１０４） 

 （ステップＳ１０５） 

 （ステップＳ１０６） 

 （ステップＳ１０７） 

 （ステップＳ１０８） 

 （ステップＳ１０９） 

 （ステップＳ１１０） 

 （ステップＳ１１１） 

 （ステップＳ１１２） 

 （ステップＳ１１３） 

 （ステップＳ１１４） 

 （ステップＳ１１５） 

 （ステップＳ１１６） 

 （ステップＳ１１７） 

 （ステップＳ１１８） 

 （ステップＳ１１９） 

 （ステップＳ１２０） 

＜＜フローなお書き１＞＞  

＜＜フローなお書き２＞＞  

＜＜具体例説明＞＞ 

＜＜実施の形態の効果＞＞  

＜＜なお書き１＞＞ 

＜＜なお書き２＞＞ 

＜＜なお書き３＞＞ 

＜＜実施の形態フッタ＞＞  

 

＜実施の形態１の未使用情報  なし＞ 

 

 （実施の形態２） 

 本実施の形態において、特許価値を算出する装置、特許価値をグラフ化して出力する装

置特許価値算出装置２について説明する。また、本実施の形態において、＜実施の形態２

の前置部 なし＞の特許価値算出装置２について説明する。  

＜＜ブロック図説明＞＞ 

 

 特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、特許価値を出力する特許価値算出

装置である。 

 特許書類とは、特許公報や、特許出願前の出願文書情報などである。  

 

 特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、特許価値をグラフ化して出力する、

特許価値算出装置である。  

 グラフとは、折れ線グラフ、散布図、レーダーチャートなどの各種のグラフであり、形

式は問わない。 

 

＊＊＊必要な場合、フローチャートを記載＊＊＊  

＊＊＊フローチャートでは、特許価値算出装置２の動作を詳細に記載＊＊＊  

＜＜フローチャート説明＞＞  

 （ステップＳ２０１） 

 （ステップＳ２０２） 



 （ステップＳ２０３） 

 （ステップＳ２０４） 

 （ステップＳ２０５） 

 （ステップＳ２０６） 

 （ステップＳ２０７） 

 （ステップＳ２０８） 

 （ステップＳ２０９） 

 （ステップＳ２１０） 

 （ステップＳ２１１） 

 （ステップＳ２１２） 

 （ステップＳ２１３） 

 （ステップＳ２１４） 

 （ステップＳ２１５） 

 （ステップＳ２１６） 

 （ステップＳ２１７） 

 （ステップＳ２１８） 

 （ステップＳ２１９） 

 （ステップＳ２２０） 

＜＜フローなお書き１＞＞  

＜＜フローなお書き２＞＞  

＜＜具体例説明＞＞ 

＜＜実施の形態の効果＞＞  

＜＜なお書き１＞＞ 

＜＜なお書き２＞＞ 

＜＜なお書き３＞＞ 

＜＜実施の形態フッタ＞＞  

 

＜実施の形態２の未使用情報  なし＞ 

 

＜＜発明を実施するための形態フッタ＞＞  

 

【産業上の利用可能性】＊＊＊不要であれば削除（効果は、必ず出る効果を簡潔に記載）

＊＊＊ 

 以上のように、本発明にかかる特許価値算出装置は、＜全体効果＞という効果を有し、

特許価値算出装置等として有用である。  

 

【符号の説明】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊  

 

【受託番号】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

 

【配列表フリーテキスト】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

 

【配列表】＊＊＊不要であれば削除＊＊＊ 

 



【書類名】特許請求の範囲  

【請求項１】 

特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、当該特許価値を出力する特許価値算

出装置。 

【請求項２】 

特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、当該特許価値をグラフ化して出力す

る、請求項１記載の特許価値算出装置。  

 



【書類名】要約書 

【要約】 

【課題】従来の特許価値算出装置においては、＜全体課題＞という課題があった。  

【解決手段】特許書類を解析し、解析結果から特許価値を算出し、特許価値を出力する特

許価値算出装置１により、＜全体効果＞できる。  

【選択図】図１ 

 

 


